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われ, この応力は両振 り応力に付加される平均応力として作用することを実測により確かめ, 切欠材の亀
裂発生までの寿命が形状係数の大きい程長いことと関連のあることを明らかにしている｡
第 2 茸では前章と同じ試料について, 疲労過程の諸段階で試料表面より電解により薄層を次第に除去す





ている｡ 前2章で用いた通常のX線回折技術によると, Ⅹ線照射領域 (約2mm2) に含まれる多くの結晶
(約30/J)の組織変化の平均的な量が得られるのであるが, 疲労に伴なう組織変化は結晶ごとに異なり, ま
た結晶粒内においても一様でないことから, 技労機構の究明には多結晶体中の各結晶の挙動をより高い分
解能をもって非破壊的に把捉しうる実験手段が必要であるとして, 細末X 線回折技術の bulk材- の適用
を図っている｡ 細末Ⅹ線回折技術に関する基本的問題として分解能, 発散角およびⅩ線浸入深さ等につい
て理論的に考察を加え, 本研究に適当な実験条件としてⅩ線源焦点径約200β,pinhole径50β, その間の
距離約90mmの系によって CoKα1 又は CrKα1 線を照射して, 照射域は約150FL で分解能は約0.7FL とし
た｡ このⅩ線束を光学顕微鏡の視野において希望する位置に正確にまた容易に設定しうるよう工 夫 を加




























の微視的格 子歪および副結晶内の方位差の疲労に伴なう減少が導かれ, 焼鈍材の疲労の場合と異 った副結
晶構造の生成機構を指摘している｡ また疲労限以下の応力の練返しによっては副結晶構造の生成は認めら


















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨





と考えられる｡ 本論文はこのような現状のもとに, 工業用材料の巨視的疲労破壊を対象とし, 疲労過程に
ある構造材料自体の結晶構造の疲労に伴なう変化を非破壊的にまた鋭敏に検出しうる手段として細末X 線













以上の研究に用いられた通常のⅩ線回折法によると, X 線照射領域 (約2mm2) に含まれる多くの結晶
(約30/∫) の組織変化の平均値が得られるのであるが, 疲労に伴なう組織変化は結晶毎に異なり, また結晶
粒内においても一様でないことから, 本研究の目的には多結晶体中の任意の結晶の挙動を非破壊的により
高い分解能をもって把捉しうる実験手段が必要であるとして, 細束X線法の bulk 材- の適用を図ってい
る｡ 細束X線回折法に関する基本的問題として分解能, 発散角ならびにX線侵入深さ等について理論的考




































の究明に新しい視野を開くものであって, 学術上, 工業上寄与するところ多く, よって本論文は工学博士
の学位論文として価値あるものと認める｡
-581-
